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 上野「文化の杜」新構想推進会議ワーキンググループ 中間報告 

上野「文化の杜
もり

」新構想 

～2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会 日本の顔を世界に～ 

 

 

はじめに 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される 2020（平成 32）年は、新し

い日本の創造の契機ともなる年であり、多彩な文化プログラムの展開を図ることによって、

我が国が世界の文化交流の拠点として更なる飛躍を目指すことが求められている。 

上野公園は、寛永寺、上野東照宮、清水堂をはじめ江戸時代の建造物や史跡等の歴史的

資源と、桜の名所や不忍池等に代表される自然環境に恵まれ、我が国を代表する博物館、

美術館、動物園、音楽ホール等の文化施設や芸術系大学等が集結し、それぞれ文化芸術活

動等を展開している。成田国際空港からのアクセスも良好であり、今後、上野公園周辺の

各機関・団体が相互に連携・協力することによって相乗効果を増大させ、それぞれが保有

する文化芸術資源の潜在価値を顕在化させ、その資源が有効に活用されていくことで、上

野公園が新たな「文化の杜」として国際的なシンボルとなることが期待されている。折し

も、下村文部科学大臣は平成 26 年 3 月に「文化芸術立国中期プラン」を公表し、2020 年

末段階で目指すべき「成果の指標」として、美術館や博物館、音楽ホール等「上野の杜」

への来訪者数の目標として 3,000 万人を掲げた。 

元フランス文化大臣のジャック・ラング氏は、「文化への投資は、教育や研究への投資と

同じで、何倍にもなって返ってくるものであり、一つの地域や都市においては、将来に対

する投資」でもあり、「東京が 2020 年のオリンピック開催都市に選ばれたことは、非常に

大きなチャンスであり、オリンピックは新しい文化政策のきっかけになる。」と述べている

（2014.2.8「21 世紀ミュージアム・サミット」における講演）。 

平成 25 年 12 月 24 日に青柳正規・文化庁長官及び宮田亮平・東京藝術大学長を発起人

代表として、上野「文化の杜」において年間 3,000 万人の集客を可能とするために必要な

ハード・ソフト両面にわたる整備方策について検討することを目的とする「上野「文化の

杜」新構想推進会議」が発足した。同会議のもとで、より機動的・実質的な議論を行うた

めに設けられた本ワーキンググループでは、平成 26 年 1 月以降、関係団体からのヒアリ

ング聴取と意見交換を行うなど、9 回にわたる審議を行ってきた。本報告は、2020 年に向

けた国際発信戦略として、上野「文化の杜」新構想をワーキンググループとして取りまと

めたものである。 

今後、本報告をもとに、上野「文化の杜」新構想推進会議において広く東京都民や利用

者の意見も踏まえた議論や、国、東京都及び台東区をはじめ関係区並びに上野「文化の杜」

の文化・教育施設や学術機関、民間団体、企業等が連携・協力を図りながら、新構想の実

現に向けた諸方策を実施していく上で、本報告が活用され、上野「文化の杜」が世界の文

化交流の拠点として整備されることを切に願うものである。 

 

 資料２－２  
上野「文化の杜」新構想推進会議(第 2回) 
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第１章 現状と課題 

 

１．上野「文化の杜」の歴史 

上野公園の歴史は、江戸時代に三代将軍・徳川家光が江戸城の丑寅（北東）の方角、

すなわち鬼門を封じるため、この地に東叡山寛永寺を建てたことにはじまる。寛永寺は

芝の増上寺と並ぶ将軍家の墓所として権勢を誇ったが、幕末には寛永寺に立て籠もった

彰義隊と新政府軍との戦いによって伽藍は清水観音堂・五重塔等を除きすべて灰塵に帰

し、一帯は焼け野原と化した。明治 3 年、医学校と病院の予定地として上野の山を視察

した蘭医ボードウィンが、この地を公園として残すよう明治政府に働きかけ、その結果、

明治 6 年太政官布達によって、芝、浅草、深川、飛鳥山とともに、日本で初めて公園に

指定された。当初は、寛永寺社殿と霊廟、東照宮、そして境内のサクラを中心とした公

園であったが、その後、博物館や動物園、美術館などが構築され、文化の薫り高い公園

へと衣替えがなされていった。また、内国勧業博覧会や東京勧業博覧会が開催されるな

ど、近代的な祝祭の中心地として、また、最先端の産業文化の国家戦略的な交流発信の

拠点でもあった。官有地となった上野公園は、大正 13 年に宮内省を経て東京市に下賜さ

れ「恩賜」の名称が付された。 

このような歴史を持つ上野「文化の杜」には、現在、東京国立博物館、国立科学博物

館、国立西洋美術館、恩賜上野動物園、東京都美術館、国立国会図書館国際子ども図書

館、日本藝術院、日本学士院、上野の森美術館、東京文化会館、東京藝術大学など、多

様かつ高度の文化・教育施設が集結しており、ロンドン、パリ、ワシントン D.C.等の海

外主要都市と比較しても遜色はない。また、世界文化遺産に登録されているベルリンの

ムゼウムスインゼル（博物館島）にも匹敵するポテンシャルを有している。既に国立西

洋美術館本館はフランスはじめ関係 6 か国にあるル・コルビュジエの作品とともに世界

文化遺産の暫定リストに登載されており、これが登録されれば上野「文化の杜」の国際

的な認知度が高まり、さらなる集客効果を発揮することが期待される。今後、周辺地域

とのつながりと文化・教育施設や文化遺産の利活用による文化資産価値の向上や、新た

な中核となる施設の整備によって、さらなる文化芸術都市を形成することが可能である。

2020 年に向け、上野「文化の杜」の各文化・教育施設が、それぞれの使命と目標に基づ

き、創造発信機能を強化するとともに、これらを活用した連携機能を強化することが必

要であろう。 

 

 

２．上野「文化の杜」の総合的な整備・発信の必要性 

  現在、上野「文化の杜」に所在する各文化・教育施設等への入場者数は年間 1,300 万

人を超え（平成 24 年度実績）、我が国屈指の文化芸術拠点となっているが、主に各施設

の創意工夫による「点」としての活動にとどまっており、それぞれ設置者が異なる各施

設どうしの連携した事業はあるものの、十分とは言いがたいので、更なる連携が求めら

れるところである。上野公園全体（面）としての活動や情報発信が図られる体制を検討

することが必要である。 

また、平成 24 年度台東区観光統計・マーケティング調査によれば、平成 24 年の上野

地区の平常時の観光客数は年間 1,335 万人であり、イベント来訪者や宿泊観光客数を加
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えれば、1,576 万人に達する。アメ横の観光入込客 457 万人並びに谷中地区の観光入込

客及びイベント来訪者 125 万人等を加えれば、2,000 万人を超える。さらに、より広域

な連携（上野公園周辺地域（谷根千（谷中、根津、千駄木）等）、浅草、日暮里、本郷、

秋葉原、神保町等、台東区を含め周辺区とのネットワーク）も考慮することにより、外

国人を含むより多くの来訪者数を見込むことができ、年間 3,000 万人の集客を図ること

は十分に実現可能である。 

上野公園の再整備に関しては、これまでも数多くの構想が描かれ、様々な提案がなさ

れてきたが、いずれもその実現が十分に図られていない。東京都では、「上野公園グラン

ドデザイン検討会報告書」（平成 20 年 9 月）及び同報告書を踏まえた「上野恩賜公園再

生基本計画」（平成 21 年 10 月）を策定し、既に竹の台地区の噴水・オープンカフェ・園

路の再整備と樹木伐採等が完了しているが、公園内に食事する場所がごく限られ、さら

には、夜道が暗いなどの問題点が指摘されている。また、同計画には、上野「文化の杜」

の文化・教育施設等と連携した計画が盛り込まれていないことから、それらを含めた総

合的な整備計画を策定し、全体として調和のとれたソフト・ハード両面にわたる整備を

推進することが求められている。 

 このように、上野「文化の杜」は、2020 年のオリンピック・パラリンピックを契機と

し、文化交流の国際拠点形成や文化芸術資源の発信の機能強化、また、上野公園の歴史・

自然環境を守りつつ、さらには、外国人、高齢者、障がい者に配慮した 3,000 万人を迎

えるためのハード面の基盤整備や推進体制の強化が緊急の課題となっている。 

 

 

３．世界最高水準の文化芸術都市と安全・安心な街へ 

  上野「文化の杜」は、徒歩で回れる範囲内に多様かつ高度の文化・教育施設が集積し

ている世界的にも稀有なエリアであり、2020 年のオリンピック・パラリンピックを契機

に、ソフト事業の充実、景観保全に配慮しつつ、アクセス環境や周遊ルートの整備等に

よって、さらなるポテンシャルの向上を図ることが期待される。また、災害時における

避難所の防災拠点としても機能しうる。今後、文化芸術資源の活用に向けた諸施策の推

進や、国際的な文化交流の拠点とするための基盤整備を進めることによって、年間 3,000

万人を集客する世界最高水準の文化芸術都市を形成していくことが望まれる。これらを

実現するため、それぞれ独自の歴史をもち目的や設置形態も異なる上野「文化の杜」に

おける各文化・教育施設が、それぞれ主体的・計画的な取組を進めるとともに、この構

想の実現に向けて「文化の杜」全体としてのイベントや環境づくりを推進するためのマ

ネジメント体制（核となる組織の設置等）を新たに構築するなど、以下の取組や核とな

る施設の整備等を進めることが必要である。 

  その検討に際しては、高齢者・障がい者が安全・安心で利用しやすい建物等の整備や

次代を担う子どもたちが「芸術」にふれあい、感動し、心ゆたかに、常に＜ときめき＞

が満ちあふれることができるよう、上野「文化の杜」や街に「新たな賑わい」を創り出

していくことが重要である。 
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第２章 文化芸術資源の活用に向けた取組の推進 

 
１．魅力あるイベント等の共同実施 

（１）年間を通じた集客拡充を図るための「共通イベントや文化プログラム等の実施」 

  海外の一流アーティスト・クリエーターの誘致や国内の若手芸術家の参画など、上野

「文化の杜」のみならず、国内外の文化芸術力の総結集による全体で一体感をもった年

中イベントや多彩な文化芸術プログラム、「国際文化芸術の祭典」等をダイナミックに実

施・開催することにより、国際社会への発信力を強化し、年間を通じた集客の拡充強化

を図ることが可能になる。 

  これまでも、「東京・春・音楽祭」や、「上野の山文化ゾーンフェスティバル」、国際博

物館の日記念事業としての「上野ミュージアムウィーク」等の行事を実施してきている

が、さらに国籍や老若男女、障害の有無を問わず、世界中のあらゆる人々が集う文化芸

術フェスティバルを、上野「文化の杜」全体において、各文化・教育施設の連携による

共同開催について検討する必要がある。 

  また、上野「文化の杜」の文化芸術資源をはじめ、東京藝術大学の教員・学生や教育

研究資源等を広く活用することにより、教育と関連付けた体験型のイベントやワークシ

ョップを開催したり、子ども向け文化・芸術体験メニューを積極的に提供することも必

要であろう。 

さらに、上野「文化の杜」のロケーションや豊富な文化芸術資源等を活用して、若手

芸術家等の活動の場を提供し、地域・産学官も一体となった社会実践・アウトリーチ活

動を広く展開することにより、上野「文化の杜」を中核拠点とした新たな文化芸術の創

造・発信を担う芸術家育成や文化芸術振興等を総合的に推進することも求められる。 

 

（２）観光客等の利便性（集客）を高めるための「共通入館券の発行等」 

  上野「文化の杜」の文化芸術資源を観光客等が有効に活用するためには、共通入館券

または共通パスポートの発行及び入館券購入の多様化（IC 化等）は急務である。既に、

公益財団法人東京都歴史文化財団によって、都内 78 の美術館・博物館や動物園・水族園・

植物園などの入場券または割引券がつづられたチケットブック「ぐるっとパス 2014」が

販売されており、諸外国の主要都市においても期間に応じて約 60 のミュージアムに入館

できる「パリ･ミュージアム･パス」や 6 観光施設の入館及び割引のある「ニューヨーク・

シティパス」などが販売され、観光客の利用に供されていることを考えれば、速やかに

特別展を含む共通入館券の試行に着手すべきである。また、利用の簡便性を高めるため、

Suica・PASMO（スイカ・パスモ）等のＩＣカードやスマートフォンの活用等による共

通自動入館システムの導入についても検討する必要がある。 

  また、上野「文化の杜」の博物館・美術館では、現在月曜日は原則として休館日とな

っていることから、ローテーションで休館日をずらしたり、毎月無料開放日を設けるな

どの取組を検討する必要がある。 

  なお、ICOM カードにより、世界の主要な美術館に無料で入館できることから、2019

年における京都市での ICOM 大会誘致の状況をみながら、上野の文化施設でも対応でき

るようにすべきである。 
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２．グローバル化を先導するための「効果的な広報戦略の展開」 

  各施設共通の HP の開設や情報ポータルサイトの構築、ソーシャルメディアの活用や

Wi-Fi 環境の整備によるリアルタイムな情報の提供、国際空港や乗降客の多い駅等にお

ける共通広告（外国人にもわかりやすいサイン計画（標識帯）が必須）の掲載や共通ミ

ュージアムショップの出店、標本資料の展示等効果的な広報戦略の展開により、積極的

に文化情報を発信することが必要である。また、ガイドブックの設置場所及び依頼場所

について全国の旅行社を通して範囲を広げるなどの取組も求められる。さらに、ミシュ

ラン等海外のガイドブック等への情報紹介を積極的に行い、より多くの外国人観光客を

呼びこむことが必要であろう。 

 

 

３．国立西洋美術館の世界遺産登録の推進 

  ル・コルビュジエが設計した国立西洋美術館については、フランスが中心となって世

界遺産登録を進めている「ル・コルビュジエの建築作品－近代建築運動への顕著な貢献

－」の有力な構成資産となっている。地元台東区においても、平成 20 年より「台東区国

立西洋美術館世界遺産登録推進会議」、「台東区議会国立西洋美術館本館世界遺産登録推

進議員連盟」及び「国立西洋美術館世界遺産登録上野地区推進委員会」の３団体が立ち

上げられ、行政、議会、町会、商店街、観光団体、地域住民が協力し、官民連携による

ＰＲ活動が展開されてきた。 

  国立西洋美術館の世界遺産登録は、上野「文化の杜」新構想において大きなソフト面

でのインパクトになることから、登録に向けた取組を推進する。 

 

 

４．安全・安心で入場、観覧出来るための「バリアフリー化の推進と利用促進」 

上野「文化の杜」内で行う広報や文化プログラム、施設整備等に際しては、高齢者や

障がい者、さらには外国人にも配慮することが求められる。多言語化及び案内表示の統

一化によるわかりやすいサイン計画の充実を図ることはもとより、空港、主要駅から上

野駅への直行バス等、アクセスの容易化、単純化、多様化を図ることが必要である。ま

た、公園内の段差解消エレベーター等の設置、障がい者用駐車場の整備等、バリアフリ

ー化の一層の推進を図ることが必要である。 

現在東京国立博物館等で「留学生の日」を実施しているが、さらに「障がい者見学デ

ー（仮称）」を各館で一斉実施するなどの取組も検討すべきである。  

このほか、多様な客層に対応できる多種・多国籍の飲食機能や施設等の整備も検討が

必要であろう。 

 

 

５．上野「文化の杜」を担うための「職員の資質向上と高度専門人材育成（連携型）」 

上野「文化の杜」内の各施設間の研究員や事務職員、ボランティア等の人事交流につ

いては、これまでも部分的に行われてきているが、さらに上野の各文化施設等を横断し

た人事交流を積極的に推進することが必要である。 

その上で、東京藝術大学の国際藝術リソースセンター（IRCA）を拠点とするアーキビ

スト育成システムの構築や、東京藝術大学大学院及び各博物館・美術館等との連携によ



  

 

6 

 

る高度学芸員養成システムの構築について検討を進め、上野「文化の杜」における文化

芸術発信及び国際的に活躍できるアートマネジメント人材及び博物館専門人材の育成を

図ることが期待される。 

 

 

６．上野「文化の杜」新構想の実現可能性を広げるための「文化芸術特区の可能性」  

  多様かつ高度の文化・教育施設があつまる上野「文化の杜」において、今後、さらに

その魅力とポテンシャルを高め、訪れる人のより良い体験と豊かな感覚を育て、日本の

文化芸術の重要性を意識し、醸成するために、より柔軟な対応と実行のスピードアップ

が求められる。そのためにはハード・ソフト両面の基盤整備として、規制についての見

直し検討が必要である。 

また、オリンピックを契機に 3,000 万人を迎える国際遊学都市に向けて、１）アクセ

ス改善、滞留場所の提供、宿泊滞在施設の拡充、２）情報サービスの向上（案内所の増

強、夜間利用の拡大等）、３）高齢者・子どもたち・障がい者・外国人観光客の利便性向

上（Wi-Fi、多言語化等）など都市インフラの強化、４）積極的な民間開放を進めるとと

もに、そのための特例措置として、公園及びその周辺での文化芸術活動にかかる制限の

柔軟な運用（広告制限・道路・スペースの使用・営業行為等）、創意工夫あふれる自由な

創作活動と来訪者の利便向上のための規制緩和（建ぺい率・容積率・高さ制限）など、

上野「文化の杜」の特色を一層生かすための特区の整備が考えられる。 
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第３章 国際文化交流の拠点と新たな賑わいづくりに向けた基盤整備 

 
１．快適なアクセスの確保 

（１）安全・安心で快適なアクセス・ポイントにするための「ＪＲ上野駅周辺の整備」 

  ＪＲ上野公園口は上野公園への主要な入口であるが、現在、改札口の前が車道となっ

ているため上野公園へのスムーズなアクセスが妨げられ、信号待ちで多人数が滞留する

場合などは交通事故の危険も大きい。この問題は多年にわたり懸案とされてきたが、今

回の新構想の検討を機に、抜本的な解決を図る必要がある。 

  このため、ＪＲ上野駅の改札正面が園路の延長線上となるよう、公園口を移設し、そ

の公園口前道路のロータリー化、あるいは部分地下化によって、上野「文化の杜」へ来

訪しやすい環境を整えるとともに、各施設や園内イベントなどの情報を提供するガイダ

ンス・センターの設置などを早急に検討することが必要である。 

その際、改札付近へのフードコート等の設置についても検討すべきであろう。例えば、

1 階は公園側から利用でき、2 階にオープンデッキを設け公園とつながりのある施設とし、

公園利用者の食事のほか雨天の休憩スペースとして利用できる施設とすることなどが考

えられ、これにより安全な環境で新たな賑わいを創出することが可能になる。 

ＪＲ上野駅不忍口、地下鉄上野駅、京成上野駅も上野公園への重要なアクセス・ポイ

ントであるが、上野公園との高低差が大きな課題となっている。一部エレベーターやエ

スカレーターも設置されているがなお不十分であり、その拡充を図る必要がある。こと

に袴腰階段付近は商店街地区と上野公園の回遊性を高めるためのポイントであり、適切

な昇降手段の整備を検討すべきである。また、利用者の利便性と安全性を確保する観点

から、ＪＲ上野駅不忍口、地下鉄上野駅と京成上野駅とのスムーズな連結についても検

討すべきであろう。 

 

（２）公園内の移動や他地域との回遊性を高めるための「アクセス環境の整備」 

 上野「文化の杜」に年間 3,000 万人の集客を実現させるためには、快適なアクセス環

境を整備することが必要不可欠である。 

上野動物園内のモノレールの延伸については、上野公園と街の回遊性向上等の観点か

ら長年にわたり地元から要望が出されるなど、大いに期待されている。 

 また、上野公園内外を結ぶ巡回バスやパークトレイン、無料貸出自転車、カートや人

力車サービスなどによる公園内移動をスムーズにするための方策についても、検討が必

要である。 

さらに、上野公園への新たなアクセス・ポイントを確保する観点から、東京藝術大学

前の交差点（アート・クロス）を新たな賑わいを生み出す拠点とすることが考えられる。

この場所は、谷根千（谷中、根津、千駄木）、日暮里方面と上野公園をつなぐポイントと

なるとともに、京成電鉄の旧博物館・動物園駅を活用するなど、新たな文化拠点として

の役割が大いに期待できるところである。 

加えて、上野「文化の杜」全体として駐車場が不足しており、大型バスを十分駐車で

きる大規模な駐車場を設置することについて検討する必要がある。その点については、

東京国立博物館の東南角に駐車場を整備する計画が東京国立博物館で構想されていると

ころである。また、障がい者が訪問施設のそばで乗り降りできるよう各文化・教育施設
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において工夫する必要がある。 

台東区下谷と上野桜木を結ぶ補助９２号線（都市計画道路）についても、東京国立博

物館や東京藝術大学にとっては「上野公園からの導線を分断」していることから、「歩車

共存道路化」など、適切な改善方策等を検討する必要がある。 

なお、道路の部分地下化を含め、地下空間の開発に際しては、各文化・教育施設を配

慮しつつ、鉄道会社の地下占用や地下水脈の分断等による樹木への影響などの課題、ま

た、モノレールについては景観への影響を十分配慮する必要があり、関係機関及び地域

住民との十分かつ慎重な協議と調整が必要であることは言うまでもない。 

 

 

２．展示スペースや共同利用施設の整備 

（１）3,000 万人の集客を実現するための「展示スペースの充実」 

上野「文化の杜」に 3,000 万人の集客を実現するためにも、各文化・教育施設におい

てさらなる展示環境の整備充実を図ることが重要である。このため、例えば、京成電鉄

旧博物館・動物園駅を活用した展示の他、日本学士院や国立教育政策研究所社会教育実

践研究センター等においても、それぞれの魅力と機能を向上させるような機会を設けた

り、上野「文化の杜」の再整備の際に新たなスペースを確保したりするなど、公園内外

に展示スペースを充実させることが求められる。 

 

（２）限られた資産を有効活用するための「共同利用施設や地下スペースの整備」 

各施設が共同利用できる施設の設置を推進する観点から、景観に配慮したホテルや、

共通託児所、大規模休憩スペースの設置等各施設が行う来館者サービスの共同利用施設

の整備を検討すべきである。その際には、これらに以下の３.で述べた防災拠点の性格を

持たせることも考えられる。 

  また、ＪＲ上野駅公園口から国立西洋美術館、国立科学博物館、東京国立博物館、そ

して上野動物園、東京都美術館、東京藝術大学にアクセスできる地下スペースを整備し、

民間活力を導入した地下モール（カフェ、レストラン等）を整備することについて、検

討を進めるべきである。その過程において、公園内の道路の歩行者天国の社会実験を行

うことも意義のあることと思われる。 

 

３．安全性の確保と地域防災に貢献するための「防災拠点等の整備」 

上野公園及び周辺での安全性については総合的・全体的な対策が求められ、現在、各

文化・教育施設での安全対策に加え、「上野駅周辺滞留者対策推進協議会」の開催や、上

野消防署を中心とする火災対策、公園管理事務所による安全管理等が行われているが、

公園内の街灯や防犯カメラの増設、自主的なパトロールの実施等により、より一層「安

全な街：上野公園」をアピールしていくことが必要である。 

また、上野公園全体として、非常災害時の食料、医療品、アメニティグッズ、自立型

電源などを提供できる防災備蓄庫の整備に加え、災害時にも対応できる簡易救急対応の

医療施設を設けることについて、検討を進める必要がある。災害時の施設開放による帰

宅困難者の受け入れも重要な課題であり、各施設のリスク・マネジメントの一環として、

上野公園全体としての防災計画を策定し、共同での防災訓練の実施等についても検討す

ることが必要である。 
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４．上野全体のまちづくりを活性化するための「エリア・マネジメントの推進及びアート・

クロスの整備等」  

上野公園のみならず、周辺商店街との連携や、上野全体のまちづくりの活性化につい         

ても検討が必要であり、既存の団体等と連携しつつ、エリア・マップの作成や清掃美化

活動の実施、地域通貨の導入等のアイディアの実現性を検討しつつ、エリア・マネジメ

ントの推進を図るとともに、不忍池周辺の文化利用としての整備についても検討が求め

られる。 

  また、東京藝術大学前の交差点（アート・クロス）の整備を図ることによって、賑わ

いのある文化拠点を創出することが可能になることから、東京藝術大学の国際藝術リソ

ースセンター（IRCA）の設置とあわせて、周辺の景観を考慮しつつ、円滑な検討を進め

るべきである。国際藝術リソースセンター（IRCA）は、上野「文化の杜」を学術的にも

魅力のあるものとする国際的なアーカイヴ･センターであり、隣接する東京国立博物館で

構想されている地下収蔵庫や講堂の整備等とあいまって、学術・文化水準の向上の役割

を担うことが期待される。併せて、東京藝術大学正木記念館及び陳列館や、東京国立博

物館黒田記念館及び表慶館、旧東京音楽学校奏楽堂、国立国会図書館国際子ども図書館

など、建築的にも価値の高い文化財を活用したユニークべニューの取組を推進すること

により、アート・クロス周辺の活性化に資することが期待される。 
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第４章 新構想の実現に向けて 

本報告書で提言した新構想の具体化に向けては、上野「文化の杜」の文化・教育施設等

において、各文化・教育施設が連携してその実現による具体的な経済波及効果の検証によ

り新構想の有効性を確認し、制度面、予算面を含む施策の実現可能性や、他地域にはない

オリジナリティなどを踏まえた具体的かつ魅力的なアクションプランを打ち出すことが必

要である。 

 既に「上野の山文化ゾーン連絡協議会」、「上野地区観光まちづくり推進会議」、「上野文

化・教育施設機関長連絡会議」等のネットワーク組織が設けられているので、これらの組

織を母体として、今後、新構想を実現するためのマネジメント体制（核となる組織の設置

等）において、第 2 章及び第 3 章で提言した内容を着実に推進していくことが求められる。

その際、統一感のあるロゴやゆるキャラ等の創出も検討すべきであろう。上野「文化の杜」

が国際的な文化交流・発信の拠点として、世界中の人が集い、若者が新しい発見をする場

ともなるよう、今こそ大胆に将来への投資を行う政策と政治的な決断を求めていくために

も、新構想の有効性を強調していく必要がある。 

 また、これらの検討に当たっては、その具体的な影響や効果などについて把握するとと

もに上野「文化の杜」新構想の取組の社会的認知を高めるため、歩行者天国などの社会実

験を積極的に取り入れていくことが重要であると考えられる。 

オリンピック・パラリンピックは、人々の記憶に刻まれ、開催地ではその時代の象徴的

行事として語り継がれることとなる。成熟国家の代表として、安易な都市開発を進めるの

ではなく、上野「文化の杜」を重点的に整備することにより、日本の文化を世界に発信し

ていくことが重要であろう。 
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上野「文化の杜」新構想推進会議ワーキンググループ検討経緯 

 

 

○第１回ＷＧ 平成26年１月29日(水)16:00～17:50（於：東京藝術大学会議室） 

         ・フリートーキング等 

○第２回ＷＧ 平成26年２月25日(火)13:00～15:05（於：東京藝術大学会議室） 

         ・新構想に対する各機関の課題・提案等 

 ○第３回ＷＧ 平成26年３月６日(木)10:00～12:00（於：東京藝術大学会議室） 

         ・JR東日本、営団地下鉄からのヒアリング、意見交換等 

 ○第４回ＷＧ 平成26年３月13日(木)10:00～12:00（於：東京藝術大学会議室） 

         ・上野観光連盟、東京･春･音楽祭実行委員会ヒアリング、意見交換等 

 ○第５回ＷＧ 平成26年３月26日(水)15:00～17:00（於：東京藝術大学会議室） 

         ・ＪＴＢ、近畿日本ツーリストからのヒアリング、意見交換等 

 ○第６回ＷＧ 平成26年４月18日(金)10:30～12:00（於：東京藝術大学会議室） 

         ・上野動物園、都市計画設計研究所からのヒアリング 

         ・上野文部科学大臣政務官からの提案、意見交換等 

 ○第７回ＷＧ 平成26年５月28日(水)10:30～12:00（於：東京藝術大学会議室） 

         ・中間報告骨子案の検討 

 ○第８回ＷＧ 平成26年６月24日(水)10:30～12:20（於：東京国立博物館会議室） 

         ・中間報告案の検討 

 ○第９回ＷＧ 平成26年７月10日(木)13:15～14:45（於：東京藝術大学会議室） 

         ・中間報告案の検討、推進会議へのＷＧ報告まとめ 
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上野「文化の杜」新構想推進会議ワーキンググループ委員名簿 

 

 

   辰野 裕一   国立文化財機構理事（～H26.3.31）、文部科学省大臣官房付（H26.4.1～） 

   栗原 祐司   国立文化財機構事務局長、東京国立博物館総務部長 

   小松 弥生   国立美術館理事・事務局長、国立西洋美術館副館長 

   折原  守   国立科博博物館理事 

   林 久美子   東京都美術館副館長(H26.4.1～)、小室明子(～H26.3.31) 

   桜庭 裕志   東京文化会館副館長 

   佐川 保志   上野の森美術館事務局長（H26.7.1～）、鈴木幹夫（～H26.6.30） 

   関  雅広   東京都生活文化局文化振興部長 

   五十嵐政郎   東京都建設局公園緑地部長 

座長 北郷  悟   東京藝術大学理事 

   馬場  剛   東京藝術大学理事・事務局長（H26.4.1～）、畑中裕良(～H26.3.31) 

   平林 正吉   文化庁長官官房政策課長(H26.2.1～)、清水明（～H26.1.31） 

   太田 清明   台東区文化産業観光部長(H26.4.1～)、田辺英一（～H26.3.31） 

 

オブザーバー 

   山屋幸太郎   東日本旅客鉄道(株)事業創造本部次長 

   杉村 晶生   東日本旅客鉄道(株)投資計画部次長 

   茅野 雅弘   上野観光連盟事務総長 


